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　9月5日～6日と、千手祭りが実施されました．

　祭りの呼び物は、なんといっても5日の大花火大会と、5
日～6日に繰り出される数々のみこしではないでしょうか．

　この日も、それぞれの町内会で工夫されたみこしが千手地

区の通りを練り歩き、老若男女が一つになって燃えました．

圃休日救急医

10月10日大島医院（川原田f）台52－2957

　11日山口医院（下条）費55－2003
　18日中条病院（中条）a57－3018
　25日池田医院（本町西）魯52－2581

11月1日国保診療所（中央町）魯68－2034

　3日大坪医院（四日町）倉57－6100
　8日庭野医院（寿町〉魯52－2711
　15日中条病院（中条）費57－3018



へ
〃

　
九
月
漆
十
叢
日
か
ら
叢
十
四
日
ま

で
、
三
β
闇
の
会
期
で
第
六
回
町
議

会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
薫
±
百
は
、
四
人
の
議
員
に
よ

る
皿
般
質
問
と
、
平
成
三
年
度
水
道

事
業
会
計
決
算
を
認
定
し
、
町
印
鑑

条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可

決
し
ま
し
た
。

ど
う
取
り
組
む
か
町
の
リ
ゾ
ー
ト

　
上
村
広
治
議
員

　
　
「
マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」

の
特
定
地
域
と
し
て
の
町
の
リ
ゾ
ー

ト
構
想
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ω
　
今
後
の
町
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の

　
進
め
方
は
．

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ

た
「
リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
・
8
・
2
4
）

ω
　
　
仙
田
地
域
を
中
心
に
、
山
村
滞

　
在
型
と
し
て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

⑥
　
　
町
全
体
を
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
と

　
し
て
整
備
し
、
変
化
に
富
ん
だ
も

　
の
が
で
き
な
い
か
。

＠
　
　
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
、
県
ふ

　
る
さ
と
づ
く
り
戦
略
推
進
資
金
の

　
利
用
や
、
過
疎
法
の
適
用
は
で
き

　
な
い
か
。

㈲
　
大
資
本
の
導
入
に
頼
ら
な
い
資

　
金
の
調
達
方
法
を
研
究
し
て
推
進

　
す
る
方
向
が
打
ち
出
せ
な
い
か
。

　
南
　
雲
町
長

ω
　
　
最
近
の
景
気
の
落
ち
込
み
、
環

境
問
題
な
ど
に
よ
る
開
発
の
減
速
傾

向
や
、
先
進
地
事
例
に
見
る
地
域
振

興
の
面
で
の
期
待
薄
と
い
う
反
省
点

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
リ

ゾ
ー
ト
開
発
は
地
域
と
共
存
す
る
リ

ゾ
ー
ト
づ
く
り
、
住
民
参
加
に
よ
る

　
二
十
四
日
は
、
～
般
会
計
補
正
予

算
ほ
か
四
件
の
補
正
予
算
を
可
決
。

　
「
農
業
農
村
整
備
費
予
算
の
拡
大
に

関
す
る
意
見
書
」
ほ
か
心
件
の
意
見

書
を
可
決
し
ま
じ
た
。

　
二
士
百
に
実
施
さ
れ
た
一
般
質

間
の
概
要
を
中
心
慌
お
知
ら
せ
じ
ま

す
。
漁
質
間
順
に
掲
載
）

地
域
独
自
の
視
点
か
ら
の
リ
ゾ
ー
ト

づ
く
り
が
最
も
大
事
な
要
素
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
活
性
化
を
促
す

事
業
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
面
に
つ
い

て
も
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈲
　
　
地
域
の
開
発
、
振
興
は
、
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
が
自
ら
地
域
に
根
ざ

し
た
発
想
の
中
で
真
剣
に
取
り
組
み
、

盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
人
た
ち

を
中
心
に
し
て
、
地
域
開
発
を
専
門

と
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
・
指

導
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
仙
田
地
域

が
持
っ
て
い
る
有
用
な
資
源
を
有
機

的
に
結
び
付
け
、
「
こ
の
地
域
で
何
を

や
り
た
い
か
、
ど
ん
な
こ
と
な
ら
で

き
る
か
」
と
い
う
あ
た
り
か
ら
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
識
の
掘
り
起
こ
し

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑥
㈲
㈲
　
　
町
で
も
、
松
葉
荘
を
核
と

し
て
、
使
用
可
能
な
既
存
の
観
光
、

レ
ジ
ャ
i
施
設
が
い
く
つ
か
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を
大
切
に
し
て
、

逐
次
付
加
価
値
を
付
け
る
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
、

特
色
付
け
た
ル
ー
ト
設
定
、
大
型
リ

ゾ
ー
ト
地
と
連
携
し
た
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
対
す
る
国
な
ど

の
支
援
措
置
と
し
て
、
県
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
戦
略
推
進
事
業
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
し
、
過
疎
法
に
基
づ
く
補

助
事
業
や
過
疎
債
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
地
域
づ
く
り
、
地
域
開
発
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
識
の
盛

り
上
が
り
が
最
も
肝
要
で
あ
る
。
地

元
資
本
の
積
極
的
な
参
加
も
含
め
て
、

地
域
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
、
ア
イ

デ
ィ
ア
な
ど
、
積
極
的
に
お
寄
せ
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

渋
海
川
を
魚
の
す
め
る
川
に

金
子
澄
男
議
員

　
土
木
工
事
な
ど
に
よ
る
河
床
の
土

砂
の
体
積
、
汚
染
な
ど
に
よ
っ
て
、

魚
が
住
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
渋
海

川
。
こ
の
川
を
広
域
的
な
取
り
組
み

仙
田
郷
子
ど
も
村
で
の
渋
海
川

川
下
り
の
一
コ
マ
（
7
・
2
8
）

で
魚
道
を
作
り
、
魚
の
住
め
る
川
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
渋
海
川
を
活
か
し
た
流
域

の
開
発
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い

南
　
雲
町
長

　
昨
年
度
、
沿
線
五
町
に
よ
る
渋
海

川
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
改
修
整

備
の
諸
問
題
を
提
起
し
た
。
ま
た
、

こ
と
し
五
月
に
は
、
渋
海
川
改
修
促

進
期
成
同
盟
会
を
発
足
さ
せ
、
事
業

費
の
大
幅
増
額
の
強
力
な
運
動
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

期
成
同
盟
会
に
お
い
て
連
絡
・
検
討

し
な
が
ら
、
整
備
促
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
渋
海
川
流
域
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
そ
こ
に
核
と
な
る
施
設
が

あ
っ
て
、
そ
こ
で
地
域
資
源
を
活
か

し
て
い
く
方
向
で
開
発
を
進
め
な
け

4・10．10⑫



れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

渋
海
川
は
重
要
な
活
用
資
源
で
あ
る
。

　
川
を
活
か
し
て
そ
こ
に
住
む
人
、

そ
こ
を
訪
れ
る
人
た
ち
が
安
ら
ぎ
を

実
感
で
き
る
施
設
整
備
を
す
る
親
水

事
業
や
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ゾ
ー
ン
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
取
り
入

れ
た
、
町
づ
く
り
砂
防
関
連
事
業
に

よ
る
憩
い
の
広
場
施
設
造
成
も
可
能

の
よ
う
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
事
業
を
取
り
組
む
に
し

て
も
、
仙
田
地
域
に
こ
う
し
た
事
業

の
導
入
が
可
能
か
ど
う
か
研
究
し
、

今
後
の
仙
田
地
域
の
開
発
、
振
興
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

水
路
ト
ン
ネ
ル
水
対
策
の
進
展
は

　
戸
田
哲
次
議
貝

①
　
J
R
水
路
ト
ン
ネ
ル
に
起
因
す

る
、
飲
料
水
の
水
源
確
保
の
そ
の
後

の
進
展
と
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
水
対
策
に
係
る

施
設
の
将
来
的
維
持
管
理
な
ど
、
負

担
の
問
題
を
ど
う
進
め
る
か

②
流
雪
構
整
備
計
画
の
今
後
の
取

り
組
み
方
を

　
南
　
雲
町
長

①
こ
れ
ま
で
の
試
掘
、
本
掘
を
含

め
た
結
果
か
ら
、
水
源
は
二
本
の
深

井
戸
と
、
新
た
に
も
う
一
本
の
深
井

戸
に
よ
り
、
目
標
取
水
量
の
確
保
を

図
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

水
質
に
つ
い
て
は
鉄
分
、
マ
ン
ガ
ン

分
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
原

因
が
、
地
中
に
お
け
る
ア
ン
モ
ニ

ア
窒
素
濃
度
が
異
常
に
高
い
と
い
う

こ
と
で
、
平
常
の
塩
素
滅
菌
で
は
浄

化
し
き
れ
な
い
。
高
度
ろ
過
処
理
施

設
が
必
要
と
い
う
結
論
に
達
し
、
大

筋
で
J
R
と
の
交
渉
も
そ
の
方
向
で

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
施
設
を
す

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
余
計
な
維
持
管
理

費
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
含
め
交
渉
を
進
め
、
工
事
の
方
も

並
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
今
後

の
推
移
を
見
守
り
、
安
定
し
た
飲
料

水
が
供
給
で
き
、
維
持
管
理
費
も
負

担
が
軽
く
な
る
方
式
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
農
業
用
水
、
雑
用
水
に
つ

い
て
は
、
維
持
管
理
を
す
る
主
体
に

補
償
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
原
則
を

ふ
ま
え
て
、
契
約
の
相
手
方
双
方
で

こ
れ
か
ら
交
渉
を
詰
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
町
ま
た
は
立
会
者
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　
克
雪
用
水
に
つ
い
て
は
、
減
水
と

水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
の
因
果
関
係

を
立
証
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
結
論

に
到
達
す
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
か
な

と土地改良区との調印式
　　　　（3．I　I．16総合センター）

り
の
時
間
を
要
す
る
。
し
か
し
、
消

雪
パ
イ
プ
補
完
の
流
雪
構
計
画
の
水

源
確
保
の
た
め
、
な
ん
ら
か
の
形
で

J
R
か
ら
も
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ

る
よ
う
重
ね
て
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

②
平
成
三
年
度
に
お
い
て
、
東
部

地
区
河
岸
段
丘
地
の
全
地
域
を
対
象

に
し
た
、
流
雪
構
整
備
事
業
の
全
体

計
画
書
を
作
成
し
た
。

　
こ
の
流
雪
構
整
備
事
業
を
実
施
す

る
に
は
、
水
源
の
確
保
が
最
優
先
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
そ
の
水
源
を
川
西
ダ
ム
を
中

心
と
し
た
四
つ
の
農
業
用
ダ
ム
に
求

め
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
効
果
的
な
補
助
事
業
を
検
討
し
た

結
果
、
農
水
省
所
管
の
県
営
水
環
境

整
備
事
業
を
導
入
で
き
る
見
通
し
で

あ
り
、
本
年
度
事
業
採
択
申
請
、
同

時
に
水
利
権
取
得
申
請
の
手
続
き
も

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、

水
利
権
取
得
に
つ
い
て
は
、
農
水
省

と
建
設
省
の
協
議
が
必
要
の
た
め
、

時
間
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
平

成
五
年
度
ま
で
に
事
業
採
択
及
び
実

施
設
計
を
完
了
。
工
事
は
、
六
年
度

か
ら
十
二
年
度
ま
で
の
七
年
間
で
実

施
す
る
計
画
で
、
区
域
は
千
手
地
区

市
街
地
を
除
い
た
一
部
、
上
野
、
橘

地
区
を
予
定
し
て
い
る
。
残
り
の
千

手
地
区
に
つ
い
て
は
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
で
対
応
で
き
る

か
ど
う
か
検
討
中
で
あ
る
。

　
私
ど
も
と
し
て
は
、
流
雪
構
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
の
問
題
を
合
わ
せ

て
検
討
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご

賛
同
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
西
米
の
有
効
販
路
の
確
立
を

押
木
　
　
呂
貝
議
口
貝

　
行
政
の
主
導
で
他
機
関
に
積
極
的

な
働
き
か
け
を
し
、
川
西
米
の
有
利

な
販
売
路
線
を
確
立
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
は

南
　
雲
町
長

　
コ
メ
の
生
産
・
流
通
に
、
全
国
各

地
で
は
様
々
な
流
通
・
販
売
方
法
が

試
み
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
「
行
政
の
主
導
で
積
極
的

な
働
き
か
け
を
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
私
は
、
生
産
者
と
農
業
団
体

及
び
行
政
と
が
合
意
形
成
を
図
り
、

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
現
時
点
で
は
、
行
政
は
食
糧
管
理

法
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場

で
あ
り
、
農
協
は
系
統
組
織
か
ら
外

れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
消
費
者
二
ー
ズ
や

市
場
の
動
向
を
常
に
注
視
し
、
川
西

米
の
有
利
販
売
を
み
ん
な
で
出
し
合

っ
て
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　　生産組織などを集めて開かれた米市場開放
　　阻止大会（3．29　農協本所）

⑳　4、10。10



名
誉
町
民
児
玉
画
伯
が
ご
逝
去

去
る
九
月
二
十
七
日
午
前
○
時
一

二
分
、
川
西
町
名
誉
町
民
で
あ
ら
れ

る
児
玉
輝
彦
（
本
名
山
内
信
治
）
画

伯
が
、
九
十
四
歳
の
天
寿
を
全
う
さ

れ
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
玉
画
伯
は
、
明
治
三
十
一
年
四

月
、
新
潟
県
中
魚
沼
郡
吉
田
村
（
現
在

の
十
日
町
市
稲
葉
）
の
旧
家
児
玉
家

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
正
六
年
、
津
端

道
彦
画
伯
の
住
み
込
み
書
生
と
し
て

土
佐
派
の
画
道
を
学
ば
れ
、
昭
和
二

年
、
第
八
回
帝
展
に
入
選
。
以
来
、

数
多
く
の
栄
え
あ
る
受
賞
に
輝
い
た

ほ
か
、
昭
和
十
二
年
、
日
本
美
術
協
会

無
鑑
査
と
な
る
第
一
部
委
員
、
審
査

員
と
な
ら
れ
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、

日
本
画
院
創
設
会
長
と
し
て
そ
の
卓

越
し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
に
お
い
て
は
、
千
手
観
音
堂
に
、

昭
和
四
十
年
以
来
五
か
年
の
歳
月
を

費
や
さ
れ
た
壁
画
二
十
点
、
格
天
井

百
八
十
二
枚
、
観
音
堂
回
廊
に
三
十

三
観
音
と
七
福
神
の
額
四
十
枚
、
仁

王
門
格
天
井
画
三
十
六
歌
仙
の
詩
人
、

町
の
木
・
鳥
・
花
な
ど
四
十
二
枚
が

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
に

ご
寄
贈
の
六
曲
屏
風
十
六
双
、
帝
展

入
選
画
「
祇
王
」
の
大
軸
は
、
町
の

財
産
と
し
て
諸
行
事
に
展
示
さ
れ
、

地
域
文
化
の
興
隆
に
大
き
な
貢
献
を

な
し
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
、
こ
の
ご
功
績
が
社

会
文
化
の
進
展
に
貢
献
し
、
そ
の
事

績
卓
絶
で
町
民
の
敬
仰
を
受
け
る
と

し
て
、
昭
和
五
十
一
年
川
西
町
名
誉

町
民
の
称
号
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
故
児
玉
輝
彦
画
伯
の
ご

功
績
を
た
た
え
、
心
よ
り
ご
め
い
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
児
韮
画
伯
に
お
別
れ
す
る
会
の

お
知
ら
せ

　
次
に
よ
ゆ
お
別
轟
会
を
行
雛
ま
輩
。

◎
日
時
　
審
月
銭
十
重
圏
　
雫
後
曇
騰

◎
式
場
　
燭
繭
町
総
合
難
雛
薮
ー

◎
盤
催
州
西
町

　
一
般
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
午
後
豊
時

～
四
時
ま
で
と
尉
た
じ
ま
す
の
審
、
爽

ぜ
憾
参
列
さ
れ
、
敵
汎
の
謬
め
い
福
を

お
祈
ゆ
い
潅
だ
き
だ
醗
叢
存
縷
議
す
。

⑳4．10．10

新
潟
渠
知
事
選
挙

癬
罵
圓
憾
中
周
ロ

十
月
二
十
五
日
執
行
の
「
新
潟
県

朋　
じ

　
ド
’

　
1
　
　
■
　
，

藁

忘れずに投票しましよう

知
事
選
挙
」
は
、
投
票
所
の
一
部
が

別
表
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
投
票
に
お
い
で
の
際
は
、
入
場
券

を
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

　
　
〈
別
表
〉

ロ
中
量
圓

　
　
し
ま
す
。

投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
所
用
な

ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
投

票
日
の
前
日
（
1
0
月
2
4
日
午
後
5
時
）

ま
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
毎
日
、
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
役
場
裏
）
4
階
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

投
票
区

投
票
場
所

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

第
　
　
二

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

四
郎
兼
　
東
善
寺
　
上
町
　
中
央
町
　
田
中
町
　
神
社
町

学
校
町
　
中
屋
敷
　
寺
尾
　
木
島
　
沖
立

第
　
　
三

南
　
原
　
保
　
育
　
園

伊
友
　
高
原
田
　
坪
山
　
霜
条
　
鶴
吉

第
　
　
八

川
西
町
高
齢
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

塩
辛
　
仁
田
　
野
口
　
四
十
歩

住民課・福祉係・を1誉熊騰に拡充

　住民課では、10月1日から、今までの「福祉係」
を「社会福祉係」と「高齢福祉係」の2係に区分
し、福祉業務を一層拡大するため、機構を一部改
革しました。

　「社会福祉係」は、往来の「福祉係」の業務を
担当し、　「高齢福祉係」は、在宅老人福祉と老人

福祉施設に関する業務を専門に担当します。



敬
老
の
日

　
　
　
　
八
四
九
人
に

　
　
　
　
　
　
　
敬
老
祝
い
品
を
贈
る

　
総
務
庁
は
九
月
十
四
日
、
十
五
日

現
在
の
わ
が
国
の
高
齢
者
人
口
推
計

値
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は

約
一
、
六
二
二
万
人
で
、
総
人
口
の

十
三
％
を
占
め
、
人
口
、
割
合
と
も

に
過
去
最
高
を
記
録
し
た
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
（
二
十
八

年
後
）
ご
ろ
に
は
現
在
の
二
倍
近
い

三
、
〇
九
七
万
人
と
な
り
、
ほ
ぼ
四

人
に
一
人
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
週
間
（
九
月
十
五
日
～
三
十

日
）
に
ち
な
ん
で
、
町
と
県
か
ら
七

十
五
歳
以
上
八
四
九
人
に
、
敬
老
祝

清
水
　
　
サ
ク
さ
ん

　
　
　
　
（
9
0
歳
・
寺
尾
）

い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
八
十
八
歳
（
米
寿
）

二
〇
人
、
九
十
歳
（
卒
寿
）
二
二
人
、

九
十
五
歳
二
人
に
、
町
長
、
助
役
が

各
世
帯
を
訪
問
し
て
、
直
接
祝
い
品

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
老
人
福
祉
対
策
を

推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

と
同
時
に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
こ

の
問
題
を
真
剣
に
受
け
と
め
、
老
人

福
祉
の
推
進
に
協
力
し
て
い
く
よ
う

心
掛
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

丸
山
宗
太
郎
さ
ん

　
　
　
　
（
9
0
歳
・
下
原
）

付番寿長町西川

平成4年9月14日現在（敬称略）

東 西
氏名 住所 生年月日 年齢 番付 氏名 住所 生年月日 年齢

小川駒治 岩　　瀬 明治27．10．20 97 横綱 田村チカ 赤　　谷 明治29．5．30 96

平野キイ 上　　町 29．10．24 95 大関 高橋コノ 学校町 29．11．20 95

村山庄八 高原田 30．1．23 95 関脇 北村クメ 山野田 30．4．10 95
井川　ツユ 新町新田 31．3．7 94 小結 須藤　ト　ク 原　　田 32．5．16 93
小林　ト　キ 新町新田 32．7．18 93 前頭 上村米作 上　　野 32．7．27 93

野上ヤス 栄　　町 32．11．9 92 2 星名ハマ 木　　島 33．3．5 92
若山　ミ　ツ 新町新田 33．4．1 92 3 村山シマ 新町新田 33．5．12 92
市川　トウ 田中町 33．8．13 92 4 長谷川理久治 大白倉 33．8．25 92

丸山タイ 東善寺 33．11．20 91 5 登坂サ　ヨ 岩　　瀬 33．11．22 91

星野ムメ 野　　口 34．1．20 91 6 半田源治 室　　島 34．2．5 91

星名徳蔵 沖　　立 34．3．16 91 7 数藤ク　ラ 沖　　立 34．3．25 91
高橋　トシ 木　　島 34．3．29 91 8 数藤寅治 沖　　立 34．4．3 91

高橋惣治 室　　島 34．6．5 91 9 田　ロ　タ　マ 木　　落 34．9．27 90

高橋トク 坪　　山 34．10．16 90 10 宮　　ト　ミ 山野田 34．12．18 90

田中ヤウ 小白倉 35．1．10 90 11 小海政晴 小根岸 35．1．11 90
田　ロ　ト　メ 木　　落 35．1．16 90 12 小幡はつ 仁　　田 35．2．14 90

押木福松 元　　町 35．2．25 90 13 高橋嘉吉 坪　　山 35．3．13 90

清水サク 寺　　尾 35．4．20 90 14 酒井軍平 中央町 35．5．11 90
五十川ミキ 学校町 35．5．20 90 15 南雲ヤス 田中町 35．7．7 90

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

行
政
に
生
か
す
7

　
国
で
は
、
十
月
十
一
日
～
十
七
日

（
新
潟
県
は
前
後
一
週
間
を
含
む
）

を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
、
相
談

活
動
の
一
層
の
展
開
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
国
民
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付

け
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を

図
る
制
度
で
す
。
総
務
庁
が
所
管
し
、

県
で
は
行
政
監
察
事
務
所
が
あ
り
、

市
町
村
で
は
行
政
相
談
委
員
が
設
置

さ
れ
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
た
改
善
意
見
、
要
望
に
も
対

応
し
、
「
さ
わ
や
か
行
政
」
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
道
路
・
住
宅
・
医
療
保

健
・
交
通
安
全
・
環
境
衛
生
な
ど
に

つ
い
て
、
◎
役
所
の
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
◎
説
明
が
納
得
で
き

な
い
◎
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
応
じ
る
の
が
こ
の
制
度
で
す
。

　
な
お
、
週
間
に
合
わ
せ
て
、
次
の

と
お
り
行
政
相
談
が
開
か
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

10

月
1
8
日
㈹
　
町
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
2
5
日
㈲
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

（
時
間
は
、
午
後
一
時
～
三
時
ま
で
）

　
相
談
委
員
は
、
須
藤
秀
雄
さ
ん

（
高
原
田
）
で
す
。

4．10，10㊨
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厚地県知事職務代理や南雲町長らが、コンバインによる記念刈り取りをしました

藪
鵬・

嚢
難

聾
離
灘
、
　
　
、

　
九
月
七
日
、
町
総
合
体
育
館
と
体

育
館
に
隣
接
す
る
ほ
場
で
、
平
成
四

年
度
「
『
新
潟
米
』
み
の
り
の
秋
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
「
新
潟
米
」
低

コ
ス
ト
、
安
定
生
産
・
供
給
推
進
運

動
委
員
会
、
町
、
川
西
農
協
主
罹
）

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
擢
し
は
、
新
潟
米
生
産
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

消
費
者
の
理
解
と
関
心
を
深
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
県
が
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
し
て
実
施
を
し
て
か
ら
、
こ

と
し
で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
総
合
体
育
館
で
実
施
さ
れ
た
第
一

部
で
は
、
厚
地
県
知
事
職
務
代
理
や

南
雲
町
長
ら
関
係
者
を
は
じ
め
、
町

内
の
五
年
生
二
五
人
と
そ
の
父
兄
、

一
般
町
民
な
ど
お
よ
そ
一
、
○
○
○

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
南
雲
町
長
は
、

「
昨
年
度
の
日
本
農
業
大
賞
受
賞
に

続
き
、
今
回
県
民
総
ぐ
る
み
の
会
場

を
お
引
き
受
け
し
た
こ
と
は
、
町
農

業
誌
に
残
る
快
挙
で
あ
る
。
こ
れ
を

機
会
に
さ
ら
に
低
コ
ス
ト
や
安
定
基

盤
に
心
掛
け
、
日
本
一
の
米
を
消
費

者
に
届
け
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
、

厚
地
県
知
事
職
務
代
理
は
、
　
「
農
業

は
新
潟
県
に
と
っ
て
基
幹
産
業
の
一

つ
で
あ
り
、
県
民
生
活
を
担
う
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
米
を
め

ぐ
る
社
会
情
勢
は
厳
し
い
も
の
の
、

日
本
農
業
大
賞
に
輝
い
た
生
産
組
織

を
バ
ッ
ク
に
、
川
西
町
が
県
農
業
の

先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
地
元
の
生
産
組
織
を
代
表

し
て
、
山
岸
真
治
さ
ん
（
霜
条
）
が

組
織
の
活
動
を
紹
介
し
、
生
産
組
織

連
絡
協
議
会
の
丸
山
定
忠
会
長
が
決

意
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

消
費
者
を
代
表
し
て
小
海
貴
代
美
さ

ん
（
神
社
町
）
が
、
激
励
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
体
育
館
に
隣
接
す

る
お
よ
そ
六
十
ア
ー
ル
の
ほ
場
で
来

賓
、
関
係
者
、
小
学
生
が
黄
金
色
に

実
っ
た
「
ゆ
き
の
精
」
を
手
刈
り
で

記
念
刈
り
取
り
を
実
施
。
そ
の
あ
と

厚
地
県
知
事
職
務
代
理
、
南
雲
町
長

ら
が
コ
ン
バ
イ
ン
で
記
念
刈
り
取
り

を
し
た
あ
と
、
地
元
生
産
組
織
が
コ

ン
バ
イ
ン
で
刈
り
取
り
の
実
演
を
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

昼
食
と
し
て
、
地
元
コ
シ
ヒ
カ
リ
ニ

俵
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
二
、
○
○
○

個
と
、
豚
汁
一
、
○
○
○
人
分
を
用

意
。
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ゆ
き
の
精
」
は
、
多
収
で
食
味
、

品
質
と
も
優
れ
た
新
品
種
と
し
て
平

成
元
年
に
開
発
。
二
年
度
か
ら
一
般

に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
県
下
で
は
一
万
九
、
〇
六
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
町
で
も
約
七
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
町
の
作
付
け
面
積
の
約
七

％
）
が
作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧4．10．10
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一

零
講唾8盈

■

▲手刈りによる刈り取りを済ませた

　厚地県知事職務代理

灘
、

、1、／購鞘樋難，騨1懸
踊　　　…　1…　　藁蒙　1、　嚇磯

懇　灘饗灘・灘，，麟．，1
　　　購講講謹難，叢襲．懸灘騨

灘、纏羅驚磯織羅難麟鍵、

▲「新潟米」低コスト、安定生産・供給推進に向けて、第一部の
式典が実施されました

　
消
費
者
を
代
表
し
て
激
励
の
こ
と

く
ば
を
述
べ
た
小
海
さ
ん

嚢騨

　
地
元
生
産
者
代
表
が
、
組
織
の
旗
を
持
っ
て
整
列
す
る
な
か
、

〈
代
表
し
て
丸
山
さ
ん
が
決
意
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た

饗

朝
8
時
過
ぎ
か
ら
、
お
に
ぎ
り
作
り

く
が
始
め
ら
れ
ま
し
た

欝
灘

参列者が見守るなか、関係者が手刈りによる刈り

取りをしました

撚餐

　

贈
灘

脳
順

　みんなで楽しく○×クイズに挑戦
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仙
田
村
の
学
校
間
題
③

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
　
　
二
校
の
新
築
に
反
対

　
　
　
渋
海
川
に
沿
っ
て
十
五
の
集
落
が

　
　
散
在
す
る
仙
田
郷
は
、
古
来
、
交
通
に

　
　
便
を
欠
い
た
こ
と
か
ら
学
校
の
数
も

　
　
多
く
な
り
、
学
制
領
布
の
後
は
教
育

　
　
に
力
を
注
い
で
き
た
平
穏
な
村
で
あ

　
　
っ
た
。
そ
の
仙
田
村
が
明
治
後
期
か

　
　
ら
高
等
科
の
併
置
問
題
で
も
め
、
大

　
　
正
十
年
代
に
入
る
と
、
室
島
と
中
仙

　
　
田
の
学
校
改
築
で
ま
た
も
め
て
村
中

　
　
が
重
苦
し
い
空
気
に
包
ま
れ
た
。

　
　
　
両
校
の
同
時
改
築
に
異
議
を
唱
え

　
　
た
の
は
、
よ
そ
の
学
校
が
新
築
さ
れ

　
　
て
も
自
分
た
ち
の
利
益
に
つ
な
が
ら

大
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十
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年
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；
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霧
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メ

　
　
　
　
　
　
　
　
’
塩
，
一
七
戸
暮
Q
高
聰
。
戸
＼
－
、
）

　
　
　
　
　
　
東
頸
域
郡
　
　
：
－
の
傲
暢
」
、
　
、

　
　
　
　
　
　
松
代
村
蓼
ル

な
い
高
倉
、
白
倉
と
田
戸
校
区
を
中

心
と
し
た
有
志
で
、
こ
の
人
た
ち
が

反
対
の
理
由
を
ま
と
め
て
村
会
へ
次

の
請
願
を
し
た
。

　
世
界
大
戦
後
の
余
波
を
う
け
て
米

価
が
下
落
し
、
蚕
糸
も
暴
落
し
て
い

る
が
肥
料
代
や
税
金
は
高
く
、
農
家

は
生
活
費
が
か
さ
ん
で
困
窮
し
て
い

る
。
か
か
る
お
り
、
教
育
の
た
め
と

は
い
え
、
学
校
を
二
つ
も
同
時
に
改

築
す
る
村
会
の
決
議
は
村
民
の
意
向

を
無
視
し
た
暴
挙
で
容
認
す
る
わ
け

に
い
か
な
い
．
こ
こ
当
分
は
室
島
と

中
仙
田
の
学
校
新
築
を
見
合
わ
せ
、

村
民
の
生
活
安
定
を
は
か
っ
て
ほ
し

い
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
請
願
が
無
視
さ
れ
て

　
村
会
は
こ
の
請
願
を
審
議
し
て
意

見
百
出
し
た
が
、
激
増
す
る
児
竜
を

収
容
す
る
た
め
に
は
止
む
を
得
な
い

か
ら
と
請
願
を
退
け
、
さ
き
に
議
決

し
た
と
お
り
二
校
を
新
築
す
る

　
　
　
　
　
　
　
げ
っ
こ
ト
フ

と
回
答
し
た
。
激
昂
し
た
村
民
は

役
場
へ
押
し
か
け
て
議
員
に
つ
め
寄

り
、
村
会
は
混
乱
し
た
が
、
議
員
の

ほ
か
に
各
集
落
の
有
志
を
加
え
て
協

議
会
を
組
織
し
、
代
表
か
ら
出
さ
れ

た
次
の
四
項
目
を
話
し
合
っ
て
事
態

の
収
拾
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
①
二
校
を
同
時
に
改
築
す
る
村
会

の
議
決
を
白
紙
撤
回
す
る
。

　
②
校
舎
が
狭
い
た
め
収
容
し
き
れ

な
い
児
童
は
、
当
分
の
間
収
容
力
の

あ
る
学
校
に
通
学
さ
せ
る
。

　
③
将
来
は
一
村
一
校
と
し
て
教
育

の
発
展
・
充
実
を
は
か
る
。

　
④
一
校
と
し
た
場
合
の
統
合
校
の

位
置
は
中
央
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
全
村

的
な
視
野
に
立
っ
て
選
定
す
る
。

　
夜
っ
ぴ
で
幾
日
も
協
議
し
た
が
、

ど
の
要
望
も
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
物

分
か
れ
に
終
わ
り
、
有
志
た
ち
は
村

民
大
会
の
開
催
を
決
意
し
た
。

　
村
民
大
会
で
訴
え
る

　
大
正
十
年
四
月
三
日
の
午
後
、
中

仙
田
校
と
仙
田
校
の
同
時
改
築
に
反

対
す
る
村
民
大
会
が
入
山
沢
口
の
薬

師
旅
館
で
開
か
れ
た
。
こ
の
大
会
を

主
唱
し
た
の
は
、
村
会
の
決
議
に
反

旗
を
ひ
る
が
え
し
た
各
集
落
の
若
い

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
、
村
民
三

百
人
が
集
ま
り
、
会
場
に
入
り
き
れ

な
い
者
が
声
を
荒
ら
げ
る
ほ
ど
熱
気

の
こ
も
る
大
会
に
な
っ
た
。

　
議
事
は
押
木
豊
作
が
開
会
宣
言
し

て
始
ま
り
、
江
口
進
三
が
座
長
を
勤

め
、
斎
木
名
賀
吉
が
主
旨
を
説
明
し

て
次
の
事
項
が
可
決
さ
れ
た
。

　
①
仙
田
校
と
中
仙
田
校
の
同
時
改

築
を
阻
止
す
る
た
め
、
村
民
会
議
を

結
成
し
て
反
対
運
動
を
推
進
す
る
。

　
②
会
長
に
斎
木
名
賀
吉
君
、
副
会

長
に
田
中
勝
平
君
を
推
し
、
主
旨
に

賛
同
す
る
集
落
か
ら
実
行
委
員
若
干

人
を
出
し
て
会
議
を
運
営
す
る
。

　
③
新
築
を
決
め
た
二
校
の
う
ち
、

村
会
が
ど
ち
ら
か
一
校
を
延
期
し
た

時
は
こ
の
会
議
を
解
散
す
る
。

　
血
の
雨
が
降
る
か

　
議
事
の
あ
と
、
六
人
の
若
い
衆
が

次
の
演
題
を
掲
げ
て
賛
成
演
説
を
行

い
、
第
一
回
の
村
民
大
会
は
大
き
な

拍
手
の
な
か
で
幕
を
閉
じ
た
。

　
な
ぜ
い
ま
同
時
改
革
な
の
か
（
高

橋
惣
八
郎
）
　
窮
乏
す
る
村
民
の
声

を
聞
け
（
江
口
林
蔵
）
　
二
校
の
同

時
改
築
は
暴
挙
（
川
崎
清
作
）
　
村

会
の
良
識
を
疑
う
（
高
橋
仁
三
治
）

将
来
の
学
校
統
合
（
江
口
友
治
）

村
民
大
会
に
訴
え
る
（
田
中
勝
平
）

　
こ
の
日
、
二
校
建
築
反
対
の
村
民

会
議
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
は
た
ち
ま

ち
村
中
に
伝
わ
り
、
「
い
ま
に
血
の
雨

が
降
る
」
な
ど
と
尾
ヒ
レ
が
つ
い
て

険
悪
な
空
気
が
み
な
ぎ
り
、
関
係
者

は
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど
神
経
を
と
が

ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
学
校
が
多
す
ぎ
る

　
大
正
十
年
四
月
二
十
日
の
「
十
日

町
新
聞
」
は
、
仙
田
村
の
こ
う
し
た

有
様
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
仙
田
村
の
如
き
は
余
り
に
も
学

校
数
が
多
く
、
何
れ
も
不
完
備
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
あ
た

て
充
分
な
る
教
育
を
為
し
能
は
ざ
る

　
　
　
　
　
　
し

の
み
な
ら
ず
、
而
か
も
費
用
は
之
れ

　
　
　
か
じ
え

が
為
に
却
っ
て
か
さ
み
、
何
時
か
な

改
善
す
、
べ
き
要
あ
る
を
村
有
力
者
間

に
は
互
の
都
合
を
図
り
、
各
所
に
高

等
科
又
は
実
業
補
修
の
併
置
を
妥
協

的
に
設
置
し
て
増
々
村
費
を
増
す
も

の
あ
り
。
今
回
は
更
に
村
民
の
窮
状

を
も
顧
み
ず
二
校
を
一
時
に
改
築
せ

ん
と
し
て
、
こ
の
額
八
万
円
を
頭
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
セ
と

よ
り
負
は
せ
ん
と
す
る
は
官
疋
に
当
を

得
ざ
る
処
置
に
し
て
、
現
在
は
勿
論

村
教
育
の
将
来
に
就
い
て
も
大
い
に

考
慮
を
要
す
べ
し
と
の
趣
旨
な
る
が

如
し
．

　
村
当
局
は
、
村
の
体
面
上
一
度
び

決
議
し
た
る
も
の
を
変
更
す
る
は
忍

　
　
　
ア
こ
リ
ヒ
ろ

び
ざ
る
処
と
し
て
決
行
を
期
せ
ん
と

　
　
そ
ヒ
れ
ぞ
れ

し
、
夫
々
関
係
者
と
の
間
に
連
絡
あ

る
も
の
、
如
な
り
。
而
か
も
最
近
に

至
り
て
は
、
村
会
議
員
中
に
も
延
期

に
賛
成
を
表
す
る
も
の
続
出
せ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま

す
る
傾
向
な
れ
ば
、
こ
の
侭
実
行
す

　
　
　
な
か
な
か

る
事
は
却
々
困
難
な
る
、
べ
し
。

　
殊
に
又
室
島
に
在
り
て
は
、
未
だ

敷
地
の
位
置
さ
へ
定
か
な
ら
ざ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
よ
い
し
よ

も
伝
へ
ら
れ
、
問
題
は
愈
々
紛
叫
の

度
を
加
へ
、
結
局
、
今
日
の
躍
起
は

往
時
室
島
区
の
専
横
を
憤
り
た
る
と
、

か
た
が
た

膏
々
仙
田
村
の
全
体
よ
り
見
て
中
央

の
中
仙
田
に
有
力
完
備
の
高
等
小
学

併
置
校
を
置
き
、
将
来
は
交
通
の
便

　
　
　
　
し
た
が

を
得
る
に
随
ひ
、
可
成
統
一
を
期
せ

ん
と
す
る
に
在
る
も
の
、
如
し
。
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6
年
男
子
80
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
予
選

瀬＿輪繭議

第23回町内小学校

親善陸上大会

繍累1馨

5
年
女
子
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
予
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
灘

　
　
　
　
　
　
　
灘
麓
鍵

　
　
　
　
　
　
　
嚇
　
　
㎜
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
擁
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撹

　
　
　
　
　
　
纏
　
　
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
酵
、
　

　
　
　
　
　
　
　
愛
灘

　【男子】　　　　　　　　　　　　i　【女子】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　5年／00メートル　　　　　　　　　　　　　　　i5年100メートル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①蔵品哲也（千手）②小林貴志（同）③高橋和也（同）i①渡辺景子（上野）②池竹祐子（橘）③田中恵梨香（白倉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　6年同　　　　　　　　　　　　　　　i6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①高橋智士（千手）②田村　潔（同）③柳　昌光（同）i①小林由子（仙田）②丸山学美（千手）③水落亜耶（橘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　5年80メートルパードル　　　　　　　　　　　　　i5年80メートルパードル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し①小林貴志（千手）②大海真彦（同）③登坂幸雄（仙田）i①桐生かおり（上野）②大久保麻紀（橘）③田中菜月（同）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　6年同　　　　　　　　　　　　　　　i6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　じタ①平沢克広（千手）タ②高橋智士（同）③尾身尚也（同）i①清水彩子（上野）②山岸さつき（千手）③田中　藍（橘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　5年1500メートル　　　　　　　　　　　　　　　i5年800メートル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ＊①丸山健士（橘）②松崎　正（千手）③田中邦宜（同）i①野沢佳代（橘）②桐生かおり（上野）③水品早絵（同）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　6年同　　　　　　　　　　　　　　　i6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ①高橋　新（仙田）②野沢貴宏（同）③柳　昌光（千手）i①小林優（仙田）②小林由子（同）③南雲裕子（千手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　5年走り幅とび　　　　　　　　　　　　　　　　　i5年走り幅とび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ①大海真彦（千手）②蔵品哲也（同）③田中邦彦（同）i①渡辺景子（上野）②野沢佳代（橘）③村山祐子（上野）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年同　　　　　　　　　　　　　i6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド①尾身尚也（千手）②小野塚辰徳（同）③秦野慎也（橘）i①山岸さつき（千手）②水落亜耶（橘）③高橋三代子（上野）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　5年走り高とび　　　　　　　　　　　　　　　　　：5年走り高とび
　　　　　　　　　　　　③鈴木　健（同）i①吉楽拓哉（千手）②佐藤正和（同）③南雲昌裕（同）i①池竹祐子（橘）②清水孝子（千手）③田中美奈子（橘）

　6年同　　　　　　　　　　　　　i6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ①村越祐介（橘）②田村　潔（千手）③田畑正樹（上野）i＊①清水彩子（上野）②樋口裕美（仙田）③小林真由美（千手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　5年400メートルリレー　　　　　　　　　　　　　i5年400メートルIJレー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り①千手A（大海真彦、高橋和也、松崎　正、小林貴志）　　i①上野（桐生かおり、若山祐子、高橋理恵、渡辺景子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り②千手B（丸山英明、鈴木健、南雲昌裕、蔵品哲也）　i②橘（野沢佳代、戸田万里子、田中美奈子、池竹祐子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド③橘（藤原弘生、水落信行、今井拓朗、丸山健士）　i③千手（尾身麻美、清水孝子、星名留美子、小野塚美紀）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年同　　　　　　　　　　　　　　　i6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り①千手A（尾身尚也、高橋智士、柳　昌光、田村　潔）　i①千手A（星名　泉、丸山学美、小林真由美、清水美江）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　り②千手B　（平沢克広、丸山　渉、内山鉄兵、茂野　進）　　i②上野（佐藤由梨、渡貫智子、高橋三代子、清水抄子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　り③橘（野沢貴宏、村越祐介、戸田和樹、藤巻恵太）　i③仙田（小林はるか、長谷川美幸、樋口裕美、小林由子）

③　4．10．10



ム
図
圓
團

む
　
N
H
K
高
齢
化
社
会
取
材
班

モ
ー
ニ
ン
グ
ワ
イ
ド
で
高
い
視
聴

圃
函
回
▽
騰
礎
瀦
雛
礒
嚇

　
話
題
の
最
新
刊
書
紹
介

○
寄
り
添
っ
て
老
後
　
　
沢
村
貞
子

　
厳
然
と
生
き
る
八
三
歳
の
老
い
の
■

実
感
を
綴
る
心
豊
か
な
エ
ッ
セ
イ
。

○
も
も
こ
の
し
ゃ
べ
り
こ
と
ば

　
さ
く
ら
も
も
こ
の
深
夜
ラ
ジ
オ
放

送
の
口
調
そ
の
ま
ま
編
集
し
て
あ
る
。

○
人
が
好
き

　
i
私
の
履
歴
書
ー
瀬
戸
内
寂
聴

　
著
者
初
の
本
格
的
自
伝
。
加
え
て

わ
が
文
学
の
周
辺
と
題
し
て
幅
広
い

交
友
録
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。

○
こ
こ
ろ
の
手
足
　
　
　
中
村
久
子

　
三
歳
に
し
て
両
手
両
足
を
失
い
、

困
難
を
超
え
て
生
き
た
著
者
の
自
伝
。

○
高
齢
化
社
会
あ
な
た
は
ど
こ
に
住

F

停電のあ喫oらせ

10月12日午前9時半～11時半
　（月）　小根岸の一部

＝器器器＝器器器器器器＝3器器器罷器器聞器器器器器器器器器器器器器＝＝＝＝

　灘籔

試
み
を
実
際
に
役
立
つ
情
報
と
し
て

提
供
し
て
い
る
。

○
病
院
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と

　
　
ホ
ス
ピ
ス
科
部
長
　
山
崎
章
男

　
人
は
九
〇
％
が
病
院
で
死
ぬ
。
だ

が
今
の
病
院
は
人
間
ら
し
く
死
ん
で

い
く
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
所
だ

と
、
末
期
ガ
ン
患
者
の
最
期
を
看
て

き
た
著
者
の
終
末
医
療
の
現
状
を
告

発
し
た
衝
撃
の
書
。

○
風
と
炎
と
第
丁
二
部
堺
屋
太
一

　
今
や
世
界
の
隅
々
か
ら
限
り
な
く

情
報
は
集
ま
る
。
し
か
し
、
現
状
を

知
る
だ
け
で
は
将
来
は
推
し
測
れ
な

い
。
そ
の
現
象
の
原
因
の
中
に
共
通

の
原
則
を
見
つ
け
出
そ
う
と
試
み
た
。

全
人
類
の
課
題
に
挑
戦
し
た
意
欲
作
。

　
　
強
　
、
　
セ
．
・
か
　
　
覧
　
、
』
『
　
　
　
一
ー
‘

10月13日午後1時～4時
　（火）　仁田の一部

　　　　　野口の一部

10月19日午前9時半～11時半
　（月）　仁田の一部

　　　塩辛の一部

10月30日午前9時半～正午
　（金）　新町新田の一部

…濡・ご三

〈
橘
小
学
校
丁

⑳4．10．10

4年高橋拓也君

2年羽鳥たけひろ君

6
年
高
津
礼
子
さ
ん

1
年
は
と
り
な
つ
き
さ
ん

5
年
原
　
秀
和
君

（11月号は仙田小学校です）

3
年
村
越
　
恵
さ
ん



み
こ
し
制
作
で
町
内
会
が
一
つ
に

　
「
祭
り
の
み
こ
し
に
来
て
み
ね
え

か
の
ー
」
．
．
．
…
、
そ
ん
な
連
絡
を
受

け
て
、
千
手
祭
り
（
九
月
五
～
六
日
）

の
六
日
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

　
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
中
島
町
。
手

づ
く
り
の
み
こ
し
に
、
新
調
し
た
し

る
し
ば
ん
て
ん
・
も
も
ひ
き
姿
。
は

ん
て
ん
、
も
も
ひ
き
は
紺
地
で
、
背

中
に
は
川
西
中
島
町
と
、
衿
書
き
は

名
字
や
屋
号
の
入
っ
て
い
る
も
の
。

き
り
っ
と
結
ん
だ
は
ち
ま
き
姿
の
男

女
三
十
人
ほ
ど
が
、
威
勢
の
い
い
掛

け
声
と
と
も
に
、
み
こ
し
を
繰
り
出

し
て
い
ま
し
た
。

　
中
島
町
で
は
、
毎
年
、
大
人
樽
み

こ
し
を
繰
り
出
し
、
祭
り
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
か
つ
ぐ
人
た
ち
も
年

々
少
な
く
な
り
、
盛
り
上
が
り
に
も

欠
け
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
毎
年
、
祭
り
の
反
省
会
の
席
で
は
、

威勢のいい掛け声がかかります

「
う
ち
の
町
内
で
も
、
祭
り
を
も
っ

と
盛
り
上
げ
て
、
に
ぎ
や
か
に
し
た

い
も
ん
だ
」
と
い
う
意
見
が
出
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
も
話
だ
け

で
終
わ
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
で
も
、

去
年
の
反
省
会
で
は
、
女
性
も
積
極

的
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
み

こ
し
を
作
ろ
う
」
と
い
う
話
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
年
の
町

内
会
の
世
話
人
だ
け
に
ま
か
せ
っ
き

り
の
体
制
か
ら
、
み
こ
し
会
も
作
ろ

う
と
、
共
同
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
こ
し
は
、
設
計
か
ら
制
作
ま
で
、

す
べ
て
地
元
の
人
た
ち
の
手
づ
く
り

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
四
カ
月
ほ
ど

を
費
や
し
て
、
り
っ
ぱ
な
樽
み
こ
し

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
み
こ
し
づ
く

り
に
合
わ
せ
て
、
し
る
し
ば
ん
て
ん

な
ど
の
衣
装
に
も
特
色
を
出
す
た
め
、

東
京
の
専
門
店
を
奔
走
し
た
そ
う
で

す
。　

「
み
こ
し
づ
く
り
を
通
じ
て
、
町

内
に
活
力
が
出
て
き
た
。
町
内
に
残

っ
て
い
る
人
も
、
嫁
に
行
っ
た
人
も
、

そ
の
関
係
者
す
べ
て
が
参
加
し
た
く

な
る
よ
う
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

こ
の
み
こ
し
づ
く
り
が
き
っ
か
け
で
、

い
く
つ
か
の
町
内
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
祭
り
に
参

加
し
た
人
た
ち
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

衛生施設組合

職員募集
自動車運転手兼作業員1人

申込受付　10月23日まで
（郵送消印も10月23日まで）

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

で
は
、
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員
一

人
を
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

　
昭
和
2
7
年
4
月
2
日
か
ら
4
2
年
4

月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大

型
及
び
大
型
特
殊
免
許
を
所
有
し
て

い
る
こ
と
。

試
験
の
日
時
、
場
所
及
び
方
法

　
【
第
一
次
試
験
】

試
験
日
　
n
月
1
日
（
日
）

場
所
十
日
町
市
保
健
ゼ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
市
役
所
の
と
な
り
）

方
法
作
文

【
第
二
次
試
験
】

試
験
日
　
n
月
中
旬

場
所
十
日
町
市
役
所

方
　
法
　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対

　
　
　
し
て
、
面
接
試
験
を
し
ま
す
。

申
込
書
の
提
出

　
十
日
町
市
役
所
総
務
部
総
務
課
人

事
秘
書
係
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
採
用
試
験
申
込
書
（
役
場
環
境
衛

　
生
係
、
十
日
町
市
役
所
総
務
課
、

　
衛
生
施
設
組
合
に
あ
り
ま
す
）

o
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

＊
来
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
人
は
、

　
卒
業
見
込
み
証
明
書

○
運
転
免
許
証
の
写
し

採
用
日
平
成
5
年
4
月
1
日

申
込
書
受
付
期
間

　
1
0
月
1
2
日
～
2
3
日
ま
で
（
郵
送
消

　
印
は
、
1
0
月
2
3
日
ま
で
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
衛
生
係
（
a
六
八
⊥
三

一
一
　
有
纏
二
四
二
）
又
は
、

十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
事

務
局
　
　
（
魯
五
二
－
三
九
二
四
）

”
岡
N
凶
翻
餉
餌
銅
図
餌
鯉
囚
樋
胴
凶
随
図
鵬
瞬
図
”
髄
図
“
鵠
■
髄
魍
図
”
岡
”
門
網
N
餌
髄
図
“
髄
図
餉
瞬
隔
晒
図
馳
晒
闘
N
門
翻
細
餌
翻
図
凶
M
闘
輌
”
闘
図
”
鯉
闘
瞬
図
鱈
鰭
齢
瞬
国
齢
瞬
N
闘
図
門
臨
随
鯉
”
瞬
図
囲
闘
図
罰
N
脚
騒
門
髄
岡
鯉
梱
“
図
”
鯉
”
』
隔
師
餉
鯉
蘇
餌
M
闘
』
”
髄
闘
髄
盤
盟
四
樋
門
凹
囚
樋
鯉
凹
國
餉
鱒
鯉
凹
【
N

撮
家
集

甦
の
募

者
ま

鰯
か
員

辮
な
職

＊

指導員（女性）2人
調理員　　　1人

申込受付10月31日まで

　
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま

の
家
」
で
は
、
指
導
員
（
女
性
）
二

人
と
調
理
員
一
人
を
、
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
昭
和
3
3
年

4
月
2
日
か
ら
48
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

②
中
魚
沼
郡
．
十
日
町
市
内
に
住
所

又
は
本
籍
を
有
し
、
採
用
後
は
通
勤

可
能
な
地
域
に
居
住
で
き
る
人

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
有
し

て
い
る
人

試
験
の
日
時
、
場
所
及
び
方
法

【
一
次
試
験
】

試
験
日
　
U
月
1
日
（
日
）

会
　
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
（
役
場
裏
）

方
　
法
　
一
般
教
養
試
験
と
作
文

【
二
次
試
験
】

試
験
日
　
n
月
3
日
（
火
）
　
（
一
次

　
　
　
　
試
験
合
格
者
の
み
n
月
2

　
　
　
　
日
に
別
途
通
知
）

会
　
場
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

方
法
面
接
試
験

採
用
日
平
成
5
年
4
月
1
日

申
し
込
み
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
な
か
ま
の
家
」
社
あ
か
ね
会
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

務
局
に
、
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
自
筆
）

・
卒
業
証
明
書
（
又
は
卒
業
見
込
み

　
証
明
書
）
・
成
績
証
明
書
・
免
許

　
証
の
写
し

　
申
込
書
の
受
付
期
間

　
m
月
31
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
も

　
同
日
必
着
）

問
い
合
わ
せ
先

　
「
な
か
ま
の
家
」
庶
務
課

　
　
　
　
（
費
六
八
i
四
〇
二
二
）
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森森養
離献渓1
明重　隆ま安
　　恵　ゆ
美則　一み雄

叢
舞馨

夢
骸
鋭
犠
㌻
割
犠
葛
犠
接
多
§
勘

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
け
い

長
男
新
町
新
田

長
男
栄
町

三
男
木
島

　
　
　
【
、
墜
響

　
ぬ

齢
　
　
太
田
白
南
風
選

刈
田
焼
く
煙
大
き
く
広
が
り
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
春
子

鬼
灯
の
倒
れ
し
ま
ま
に
色
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

あ
た
・
か
き
栗
飯
炊
い
て
父
の
忌
に

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

出
穂
水
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
稲
の
花

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

大
根
菜
間
引
く
は
事
の
ほ
か
苦
労

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

ど
く
だ
み
を
吊
り
し
軒
場
の
秋
日
和

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

物
音
の
絶
え
て
静
か
や
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

い
わ
し
雲
段
々
と
な
り
夕
茜

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

丹
精
の
菊
の
蕾
の
大
き
か
り

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

繰
り
返
す
残
暑
に
は
じ
け
鳳
仙
花

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

稲
屑
の
燃
え
ゆ
く
跡
の
黒
々
と

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

茸
山
も
隠
し
て
霧
の
深
さ
哉

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

高
橋
舞
夢
7
女
高
原
田

　
　
　
　
　
茂
　
昭

蔵
品
あ
や
か
洋
子
一
二
女
霜
条

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田
村
健
三
65
（
信

羽
鳥
芳
蔵
7
7
（
本

清
水
京
平
81
（
本

数
藤
ム
ッ
子
8
1
（
栄

一人人治
））））

貼雛
　　γ口

飛
行
雲
細
く
流
れ
て
秋
の
空

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

鍬
で
筋
つ
け
て
野
沢
菜
播
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

今
朝
秋
や
千
人
風
呂
に
人
気
無
く

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

大
川
と
言
わ
れ
し
川
原
芒
原

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

新
米
を
炊
き
て
祖
先
へ
香
た
む
く

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
　
壮
一

白
萩
の
ゆ
る
・
バ
ス
停
日
射
し
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

せ
・
ら
ぎ
の
き
こ
え
る
湯
宿
秋
ふ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
干
手
　
長
野
　
キ
、
・
・

窓
も
戸
も
開
け
放
た
れ
て
稲
の
花

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
　
鉄
平

置
く
笠
に
羽
休
め
た
る
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

戸
の
桟
の
松
虫
見
つ
・
夕
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

朝
寒
や
菊
の
芽
を
摘
む
ひ
と
し
き
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

つ
る
草
の
竹
に
か
ら
ま
り
紅
葉
し
て

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

彼
岸
花
か
た
ま
り
咲
き
ぬ
田
の
あ
ぜ
に

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

秋
彼
岸
ひ
と
日
静
か
に
菊
活
け
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

大
安
に
稲
刈
り
始
め
空
も
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
羽
鳥
美
穂

満
天
の
星
散
り
ば
め
て
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
根
津
と
さ
子
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瞭離木仁高三拙
ら　　　落田倉領田

紅
葉
を
か
す
か
に
ゆ
ら
す
稚
魚
の
群

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
博
史

句
稿
練
る
夜
の
静
寂
肌
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

天
高
く
太
陽
を
背
に
山
田
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

新
藁
の
匂
い
漂
よ
う
畦
の
道

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

虫
声
の
絶
え
て
淋
し
く
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

こ
・
に
来
て
河
の
瀬
音
と
赤
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

彼
岸
い
り
秋
の
か
お
り
の
栗
ご
は
ん

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
春
日
　
ぶ
ん

敷
き
つ
め
し
落
葉
の
褥
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

コ
ス
モ
ス
の
色
冴
え
秋
の
日
向
か
な

　
　
　
　
　
神
奈
川
県
　
金
子
　
君
江

汗
ば
み
し
背
の
つ
め
た
く
て
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

庭
の
角
彼
岸
の
花
の
紫
お
ん
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

敬
老
日
子
供
の
奉
仕
肩
た
・
き

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
春
野

丹
沢
の
山
を
眺
め
て
秋
の
晴

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

コ
ン
バ
イ
ン
稲
噛
み
こ
み
し
籾
を
吐
く

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

黄、

昏
が
れ
て
ゆ
く
畦
道
の
蛙
か
な

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
　
詩
朗

萩
の
花
散
り
敷
く
土
の
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
貞
子

嚢藝嚢藝

髪髪…§

　
「
か
む
こ
と
力
大
切
だ
」
と
言
わ

れ
る
と
、
み
ん
な
「
食
事
の
と
き
に

か
ん
で
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
う

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

き
ち
ん
と
し
っ
か
り
か
ん
で
食
事
を

し
て
い
な
い
方
が
、
意
外
に
多
い
も

の
で
す
。

　
か
む
こ
と
は
、
幼
い
と
き
の
育
て

ら
れ
方
で
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

小
さ
い
う
ち
か
ら
じ
っ
く
り
か
む
練

習
を
さ
せ
て
や
ら
な
い
と
、
早
食
い
、

生
か
み
、
早
飲
み
込
み
の
癖
が
つ
い

て
し
ま
い
ま
す
。

　
か
む
練
習
の
手
順
を
述
べ
て
お
き

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
離
乳
の
こ
ろ

馨…蚕

ご
っ
く
ん
…
…
生
後
五
～
六
カ
月

の
離
乳
初
期
の
指
導
で

4．10，10

も
ぐ
も
ぐ
．
．
－
生
後
七
人
カ
月
器

鰹
糊
雛
～
±
力
鞠

月
の
離
乳
後
期
の
指
導
で

◎
園
児
●
学
童
の
こ
ろ
　
　
懇

か
高
数
を
増
や
し
て
、
百
二
騒

＋
－
五
＋
回
く
ら
い
か
む
よ
う
に
騒

　
仕
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

か
む
こ
と
を
正
し
く
覚
え
さ
せ
る

に
は
、
か
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で

練
習
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
か

み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
イ
コ
ー
ル
硬

い
も
の
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
か
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の

と
は
、
繊
維
性
の
も
の
と
考
え
て
い

た
だ
い
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
野
菜
．
果
物
・
魚
類
・
干
物
・

穀
類
な
ど
、
適
切
な
硬
さ
と
、
す

ぐ
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
持
続
性

の
あ
る
も
の
が
よ
い
よ
う
で
す
。

　
か
む
こ
と
は
、
あ
ご
の
骨
の
正
常

な
発
達
を
進
め
、
健
康
な
美
し
い
歯

並
び
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
肥
満

の
予
防
、
脳
の
発
達
や
ボ
ケ
の
予
防

な
ど
に
も
関
係
し
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
正
し
く

か
む
こ
と
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。


